
教科カリキュラム・シラバス作成管理手順 様式-１

開講年次 開講時期 単位数 実務経験

2年次 前期 1 有

科 目 責 任 者

授 業 概 要

目 標

回 担当 授業方法

1 矢野 講義

2 矢野 講義

3 矢野 講義

4 矢野 講義

5 野村 講義

6 野村 講義

7 野村 講義

8 野村 演習

9 野村 講義

10 野村 講義・演習

11 野村 講義・演習

12 野村 講義・演習

13 野村 演習

14 野村 演習

15 野村 講義

履 修 条 件

テ キ ス ト

参 考 書

評 価 方 法 試験（90％）・提出物（10％）

松葉杖・T字杖・三角巾・包帯法の実施

外因性（骨折・脱臼）内因性（変形性関節症）の疾患の看護

関節リウマチで人工膝関節置換術を受ける患者の看護
（事例紹介・病態生理）

関節リウマチで人工膝関節置換術を受ける患者の看護
（アセスメント・問題抽出）

関節リウマチで人工膝関節置換術を受ける患者の看護
（看護計画の立案）

関節リウマチで人工膝関節置換術を受ける患者の看護
（看護計画の実施）

関節リウマチで人工膝関節置換術を受ける患者の看護
（看護計画の実施）

まとめ

なし

系統看護学講座　専門分野Ⅱ　運動器　成人看護学⑩　医学書院

系統看護学講座　専門分野Ⅰ　基礎看護技術Ⅰ　基礎看護学②　医学書院
ナーシング・グラフィカ　基礎看護学③　基礎看護技術Ⅱ　メディカ出版

1．運動器疾患により患者に与える影響とその援助方法を述べることができる。
2．運動器疾患により患者の日常生活にどのように影響を及ぼすか理解できる。
3．治療（手術・保存）検査・処置に伴う侵襲が理解でき、観察項目・看護の留意点を述べることがで
きる。

授 業 内 容

内      容

運動器の構造と機能

疾患の理解①症状

疾患の理解②病態生理

検査・診断・処置・治療

運動器疾患の患者の特徴と看護の役割

腰痛症（椎間板ヘルニア・腰部脊柱管狭窄症）の患者の看護
保存療法を受ける患者の看護

交通外傷による四肢の切断手術を受ける患者の看護
自立を助ける器具と看護（松葉杖・T字杖・三角巾）

運動器疾患の基礎的な病態生理と主症状を関連させながら、看護の展開方法を学ぶ。運動器疾患による
影響で、思うように身体を動かすことのできない不自由さを理解し、安全に留意した看護支援方法を学
ぶ。

授業科目名 時間数

成人看護学Ⅰ（運動） 30

野村美穂

教務2022/04/01


	30時間

